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   ＜あらまし＞  入学前教育におけるレポートを書くための準備に必要な学習スキルを明らかにす

るために，ガニェなどの先行研究のレビューにもとづき，学習課題の分析を行う。 
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１．はじめに 
レポートを書けない学生が多い。そのため、大

学が初年次教育・リメディアル教育で、レポート

の書き方を教えるようになっている(1) (2) (3)。そう

した中で、入学前にレポートを課題として課す大

学がある。そのため、推薦入試、AO 入試で合格

した高校生を対象とする入学前教育は、レポート

作成についての知識がないまま行われているの

が現状である(4) (5) (6)。 

そこで、入学前教育において、レポートを書く

ための準備が必要ではないかという疑問をもち、

レポートを書く前に学生が身につけておくべき

学習スキルとは何かという問いを立てた。本研究

では、レポートを書くための準備に必要な学習ス

キルは、「仮説形成力」であると考え、ガニェの

理論やレポート作成に関する先行研究などを用

いて、レポートを作成するために必要なスキルを

抽出し、仮説形成力に至るプロセスを明らかにし

ていく。 

２．先行研究 
レポートを作成するために必要なスキルを抽

出するためには、まず、対象となる学習者が高校

生であり、はじめてレポートを書くことに留意し

なければならない。高校生は、問題と解答が必ず

与えられる受験勉強は経験しているが、問題を自

分で見つける学習や、正解がない問題に取り組む

学習の仕方は学んでいない。また、大学や社会で

求められるレポートがどういうものか知ってい

るわけではない。さらに、レポートなどで「自分

の考えを主張する技術」は、学校ではほとんど教

えられていない(7)。つまり、本人のスキル不足で

はなく、レポートを書くために必要なスキルを身

につける機会がなかったといえる。 

そのような学生を実際に受け入れて、レポート

を書くための授業を行っている大学の事例をも

とに、どのような学習スキルがレポート作成に求

められているかを調べた。 

最初の事例は、福岡(3)の日本語表現教育を行う

基礎演習である。この授業では、アカデミック・

ライティング教材として『ピアで学ぶ大学生の日

本語表現-プロセス重視のレポート作成-』（大

島・他・2005）という教材を使用している(8)。こ

の教材は、レポート作成をはじめて体験する大学

生を対象に、情報をもとに論証型のレポートを作

成することを目的としたワークブックであり、学

習者同士のピア・レスポンスの活動を体験できる

ように設計されている点が特徴である。その教材

の内容から、レポート作成に必要なスキルは、「構

想を練る」，「集めた情報から問いと答えの構成表

を作る」，「目標規定文を作る」，「アウトラインを

組み立てる」とまとめることができる。 

次の事例は、米澤(9)のｅラーニングによる図書

館を中心としたレポート作成授業である。米澤は、

自立的に問題解決を行う図書館中心の学習には、 

膨大な情報の中から自主的に情報を選択する学

習能力を獲得させるという潜在的価値があると

している。そして、良いレポート作成の必要なス

キルとして，調査力・構成力・文章力をあげてい

る。 

 さらに次の事例である豊田・奥村(10)の入学後の

レポート作成支援プログラムは、レポート作成の

手順を示した教材とワークシートと、教員による

添削を取り入れた自習形式のレポート作成支援

プログラムである。その中で、文章作成能力を向

上させるための仮説として、７つの問題点を整理

し、５つのレポート作成手順（①テーマを理解す

る②情報の収集と整理を行う③レポートの構成

を考える④レポート本文を作成する⑤推敲を行

う）をあげている。この手順は学生向けにレポー

ト完成までの基本ステップとして提示されてい

て、そのままレポートを書くために必要なスキル
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となっている（STEP1：テーマをよく理解する～

何を書くべきか、答えるべきポイントは何か～、

STEP2:情報を集める、STEP3:内容を整理する～ど

うすれば読み手によく伝わるか～、STEP4:実際に

文章を書く～パラグラフで「読みやすく説得力の

ある文章」を書く、STEP5:書いたものを見直す(10)）。 

 以上の３つの事例より、レポート作成には、自

分で問題（問い）を見つけ、その解決策（答え）

を考え、調べたことをもとに自分の考えが相手に

伝わるようにまとめることが必要である。その中

でも核となる重要なスキルは、自ら問題を見つけ

解決策を考えるスキルである。 

３．理論的根拠 
次に、レポートを作成するために必要なスキル

について、ガニェの学習成果の 5分類から分析を

行う。 

ＩＤ（インストラクショナル・デザイン）理論

の生みの親として著名なガニェは、学習成果の到

達度の測定方法が異なるだけでなく，到達を支援

する最善の方法が異なるというＩＤの観点から

学習目標の性質にもとづいて、学習成果を言語情

報，知的技能，認知的方略，運動技能，態度の５

つに分類している。そのうち，言語情報は与えら

れた情報を再び記述する力（宣言的知識）の習得，

知的技能は約束事を学びそれを未知の例に適用

する力（手続き的知識）の習得，認知的方略は自

分の学習過程をより効果的にするための力（学習

技能）の習得を指しており，これら三つは認知領

域の学習成果としている(11)。 

レポートを書くために必要なスキルは、この認

知領域の学習成果にあたる。レポートを書く上で

必要な形式や情報収集などのルールを覚えるこ

とは言語情報にあたり、文章力はこのルールを知

っているかどうかによって左右される。また、覚

えた形式・ルールにもとづいて文章を書くことや

収集すべき情報を集めることは知的技能にあた

る。そして、集めた情報にもとづいて自分の考え

を論理的にまとめることは認知的方略にあたる。

ガニェによれば、学習者は認知的方略によって、

いかにスムーズに思考するかなどが決定すると

している(12)。したがって、自ら問題を見つけ解決

策を考えることは、認知的方略にあたり、レポー

ト作成に必要な重要なスキルといえる。 

「自ら問題を見つけ解決策を考える」ためには、

多様な視点から仮説＝結論をいくつもイメージ

できる力（イメージ思考）と、その仮説を検証す

るための論点を整理できる力（ロジカル思考）が

統合されることが必要である(13) (14)。したがって、

レポートを書くために必要なスキルを身につけ

るには、①仮説を作り出すことと、②仮説を検証

すること、つまり仮説形成力を高めることが大切

であると考える(15) 。 

４．今後の研究の方向性 
以上より、レポートを書くための準備に必要な

学習スキルは、「仮説形成力」であると考える。 

今後は、仮説の検証が課題である。そこで，レ

ポートを作成する入学前教育の実施大学にご協

力をお願いし，学習課題の調査・分析を Web

（moodle）上で行う予定である。さらに今後の発

展的課題として，レポートを書くための準備に必

要な学習スキル（仮説形成力）を身につけるトレ

ーニング教材の開発をめざしていきたい。 
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